
２０１３春闘 第１回中央委員会報告 労
働
者
負
担
の
撤
廃
へ
向
け
て 

 
 

今
こ
そ
団
結
せ
よ
！ 

 

続
い
て
議
事
進
行
に
つ
い
て

述
べ
、
議
長
に
鈴
木
正
徳
氏
、

書
記
に
高
田
知
義
氏
を
選
出
し

し
ま
し
た
。 

 

出
欠
状
況
の
確
認 

 

福
島
書
記
長
よ
り
出
欠
状
況

の
報
告
が
あ
り
、
定
数
十
五
名

中
十
三
名
の
出
席
で
、
欠
席
が

二
名
、
そ
し
て
二
通
の
委
任
状

が
出
さ
れ
て
い
る
事
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
（
内
一
名
遅
刻･

一

名
欠
席
） 

  
鈴
木
議
長
が
組
合
規
約
第
十

八
条
に
基
づ
き
第
一
回
中
央
委

員
会
が
成
立
し
て
い
る
事
を
宣

言
し
ま
し
た
。 

 

■
執
行
部 

 

菊
池
る
み
執
行
委
員
長
代
行 

 
 

福
島
進
書
記
長 

 

秋
山
英
輝
執
行
委
員 

 

石
井
貴
也
執
行
委
員 

 

筒
井
守
執
行
委
員 

 

■
中
央
委
員 

 

原
田
孝
幸 

佐
藤
幸
雄 

 

渡
部
正
博 

野
村
朗 

 

北
川
章
夫 

新
井
義
晴 

 
 
 

 

古
川
雅
彦 

斎
藤
光
一 

 

高
田
知
義 

鈴
木
正
徳 

 

大
堀
義
孝 

阿
部
彰 

 

小
野
純
一 

阿
實
昭
房 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

（
敬
省
略
） 

 

菊
池
執
行
委
員
長
代
行
挨
拶 

 

続
い
て
菊
池
執
行
委
員
長
代
行

よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
明
番
集
会
で
報
告
し
た
通
り
、

Ｓ
Ｋ
Ｃ
移
転
問
題
に
つ
い
て
本
日

ま
で
四
回
の
労
使
交
渉
を
行
な
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
Ｓ
Ｋ
Ｃ
移
転

計
画
で
東
洋
交
通
の
ス
ペ
ー
ス
が

手
狭
に
な
る
の
は
、
職
員
の
事
務

所
、
女
性
用
フ
ロ
ア
及
び
男
性
仮

眠
室
（
１
ブ
ロ
ッ
ク
分
）
で
す
の

で
、
男
性
で
仮
眠
室
を
利
用
し
な

い
人
に
は
、
ほ
と
ん
ど
影
響
が
あ

り
ま
せ
ん
。
最
初
に
出
さ
れ
た
計

画
よ
り
も
手
狭
に
な
る
ス
ペ
ー
ス

が
少
な
い
の
で
、
Ｓ
Ｋ
Ｃ
の
移
転

に
つ
い
て
は
受
け
入
れ
る
事
で
合

意
し
ま
し
た
。
合
意
す
る
条
件
と

し
て
、
女
性
フ
ロ
ア
ー
の
整
備
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
方
法
と
使

用
時
間
を
制
限
す
る
事
を
確
認
し

ま
し
た
」 

「
一
月
十
五
日
に
経
営
よ
り
出
さ

れ
た
『
秋
の
労
使
協
議
会
の
回
答

書
』
に
て
『
首
都
高
速
大
宮
線
帰

路
料
金
会
社
負
担
』
及
び
『
資
格

取
得
費
用
の
全
額
会
社
負
担
』
と

い
う
回
答
を
出
し
た
事
は
、
東
洋

交
通
の
乗
務
員
の
労
働
条
件
改
善

の
た
め
の
誠
実
な
回
答
と
評
価
し

ま
し
た
」 

「
二
月
十
五
日
に
第
一
回
目
の
賃

金
検
討
委
員
会
を
行
な
い
ま
す
。

『
努
力
し
た
者
が
報
わ
れ
る
賃
金

体
系
』
を
目
指
し
て
、
未
収
金
手

数
料
５
％
問
題
が
解
決
す
る
ま
で

随
時
賃
金
検
討
委
員
会
を
開
催
し

ま
す
。
今
日
は
『
二
〇
一
三
年
春

闘
要
求
』
を
審
議
し
て
頂
き
ま
す

が
、
中
央
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

自
分
の
事
だ
け
で
は
な
く
、
東
洋

交
通
の
乗
務
員
全
体
の
事
を
考
え

て
意
見
を
発
言
を
す
る
様
に
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
を
述

べ
ま
し
た
。 

 

『
タ
ク
シ
ー
事
業
法
』
制
定
へ
向

け
て
運
動
を
強
化
！ 

 

続
い
て
福
島
書
記
長
が
我
々
を

取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
、
次
の

様
に
述
べ
ま
し
た
。 

「
『
タ
ク
シ
ー
事
業
法
』
と
い
う

強
制
力
を
持
っ
た
法
律
を
何
と
し

て
も
今
国
会
で
議
員
立
法
と
し
て

実
現
さ
せ
た
い
。
ま
ず
、
皆
さ
ん

に
は
三
月
七
日
に
行
な
わ
れ
る

『
ハ
イ
タ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
総
決
起

集
会
』
へ
の
動
員
の
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
と
共
に
、
春
闘
の
進
捗

状
況
に
よ
っ
て
は
、
社
内
で
の
組

織
的
行
動
も
必
要
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
中
央
委
員
の
皆
さ
ん
は
組

合
員
の
代
表
と
し
て
出
席
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か
ら
、
こ
の
春
闘
で
よ
り

良
い
労
働
条
件
を
勝
ち
取
る
た
め
に

も
積
極
的
な
運
動
へ
の
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。 

 

二
〇
一
三
年
春
闘
要
求
書
（
案
）
に

つ
い
て 

 

続
い
て
二
〇
一
三
春
闘
要
求
書

（
案
）
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。 

 

福
島
書
記
長
が
要
求
項
目
毎
に
主

旨
を
説
明
し
「
首
都
高
速
帰
路
料
金

会
社
負
担
に
つ
い
て
『
大
宮
線
及
び

継
続
す
る
五
号
線
』
は
『
営
業
区
域

内
ま
で
の
帰
路
料
金
を
会
社
負
担
に

す
る
』
と
の
回
答
を
得
て
い
ま
す

（
二
月
十
三
日
よ
り
適
用
）
『
木
更

津
以
遠
の
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
と
継
続
す

る
湾
岸
線
』
に
つ
い
て
は
既
に
適
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
今
春
闘

は
首
都
高
速
の
帰
路
料
金
を
『
全
額

会
社
負
担
』
で
要
求
し
ま
す
。
ま

た
、
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
責

任
、
そ
し
て
『
安
全･

安
心
』
を
提

供
す
る
た
め
に
も
『
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
四
輪
装
着
』
を
新
た
に
要
求

し
ま
す
」
と
補
足
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 
 

（
裏
面
へ
続
く
） 

 

二
月
十
日
（
日
）
に
会
社
内

会
議
室
に
お
い
て
、
第
一
回
中

央
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
開
会
の
挨
拶 

 

冒
頭
、
福
島
書
記
長
よ
り
開

会
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
本
日
は
二
〇
一
三
年
度
の
春

闘
要
求
を
決
定
し
、
要
求
実
現

へ
向
け
て
行
動
を
開
始
す
る
重

要
な
中
央
委
員
会
で
す
。
今
春

闘
で
は
、
要
求
を
始
め
て
五
年

目
に
な
る
『
労
働
者
負
担
の
撤

廃
』
を
主
軸
に
交
渉
を
行
い
、

今
ま
で
以
上
に
組
織
体
制
や
行

動
力
を
高
め
て
今
春
闘
に
望
む

決
意
で
す
の
で
、
中
央
委
員
の

皆
さ
ん
に
は
集
中
し
た
議
論
を

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨

拶
を
し
ま
し
た
。 

二
〇
一
三
春
闘 

単
組
要
求
承
認
！ 

議長に選出された鈴木氏（左） 

    書記の高田氏（右） 

2013春闘要求を熱心に討議する中央委員 

「目に見える運動の強化を！」 

    意見を述べる中央委員の方々 

全力で春闘に臨む！（菊池執行委員長代行） 


